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閉鎖型苗生産シス テ ム の 開発 を目指そう
千葉大学園芸学部 ･古在豊樹
我.A
-;国の 園芸に お けるセ ル 成形苗の 利用 が本格的に 始ま っ て十数年に なる｡ それなり の
育苗技術が 確立 し､ お よそ軌道に乗 っ た｡ しか し､ 解決す べ き問題 は残 されて い る｡ 苗 の
質は天候に影響され ､ 育苗 ･ 出荷計画は崩れが ちで あり, 温室 の稼働率と商品化率は高く
ない ｡ したが っ て苗価格は 高い ｡ 夏期の育苗は困難で ､ 高冷地育苗 に頼る こ とが多い｡ こ
れ らの 問題が 生 じる の は , 自然光利用 の温室 で苗生産 を して い るか らである｡
他方 ､ 人 工光を設備 した 閉鎖型 の 苗生産施設で は ､ 周年 , 苗質､ 育苗 ･ 出荷計画､ 稼働
率 ､ 商品 化率 は改善され る で あろう｡ 問題は 閉鎖型苗生産施設 の設備 ･ 運転 コ ス トで ある｡
大方 の予想は ､ ｢閉鎖型は コ ス ト的に成り立 ち得ない｣ で あろう｡ 筆者らは ､ こ の 常識
を破る こ とに過 去数年間挑戦 して きた｡ そ の結束 ､ 種 子を苗にする の に 必要な光量 は以外
と少なく ､ 全生産 コ ス トに 占める電気 コ ス トは 10% 以下となり ､ また常の 開放型 (温室)
と r良く設計さ れたJ 閉鎖型 の苗生産施設 の琴備 コ ス トは大差無い ことが 予想さ軒た ｡ 閉
鎖型で は ､ 建物は 断熱倉庫 ､ 多段育苗棚は組立式 ､ 照明には 蛍光灯 ､ 冷房 には 家庭用 エ ア
コ ン を用 い る｡ 最近 の蛍 光灯 と家庭用 エ ア コ ン の性能向上 と価格低下 は著 し い ｡ また ､ r良
く設計さ れた｣ 閉鋳型 にj引ナる電気 消費量の 内訳t耳､ 照明約.75% ､ 冷房約 20% ､ その 他
約 5% と な る｡ そ して ､ 苗生産に 必琴な電気 エ ネ ル ギ量 は 0_2･ 0.3 M J(げ シ
■
ユ ーP)/ 苗,
電気料金は 1 .0- I.5 円/ 苗程度で あり､ こ れ らは今後更に低 下させ られ る｡
閉鎖型苗 生産施設 では , 気象に影響されず に環境を制御 でき る , 害虫 が 付か な い (農薬
が 不 要)､
`
生産 計画 ･'
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管理 が容易 ､ 省力 が可能 , 労働環境が快適 , 育苗期 間が短縮 ､ 商品
化率が 高 い ､ 付加価値苗 の 生産が 可能､ ノ ウ - ウ集積が容易 ､ などの利 点が ある｡ ト マ ト
では , 葉 位約 10 に 付く第 一 花房 を菓位 8 に付けて ､ 早期収穫 を可 能に し ､ トル コ ギキ ョ
ウで は抽 だ い促進 ､ ホ ウ レ ン ソウで は抽だ い抑制 をする苗 を生産で きる ｡ こ れ らの利点だ
けでも ､ 上述 の 電気料金 1 .0･1.5 円/ 本はカ バ ー でき得る｡ 苗 の現行価格は 10-100円/
本が 多い か らで あ る｡ 今 後 ､ 電力販売が 自由化され ､ また コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン (電気 ･
熱の伊F給) 技術が退 歩す る の で , 電力料金は低価格化の傍向に ある｡
閉鎖型 苗生産施 設で は ､ 環境汚染が最小に な る｡ 未利用肥料の施設外 - の流失 をほぼ完
全 に防止 で きる ｡ 苗 か ら蒸散 した水 を回収 して 再利用できる｡
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植物に 吸収され る ｡ すなわち , 省資涙 ･ 環境保全的で ある｡ 苗生産 と栽培をあわせ た生産
コ ス ト, 資源使用 量 ､ 環境汚染は ､ 閉鎖型の方が 開放型より低くなる｡
閉鎖型苗生産 を用 い た苗生産 ･ 栽培 シ ス テ ム が実用化されれば ､ 従来 の苗生産技術は 一
変 し ､ 農林園芸業に大き なイ ン ′くク トを与える｡ セ ル成形苗 シ ス テ ム は米国か ら導入され
日本型に改良され た｡ 今度は , 閉鎖型苗生産シ ス テ ム を日本が開発 して ､ 世界に発信 して
は どうだ ろうか｡
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